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９８１－０９４２　仙台市青葉区貝ヶ森１ー２－６  事務局　坂詰　清 090-2955-1426

NPO法人医療制度研究会理事長　中澤堅次　（栃木県済生会宇都宮病院名誉院長）

主催：ＮＰＯ法人医療制度研究会
　

https://healthcare-focus.jp/

日　時： 202１年７月１５日（木）  午後３時～５時

　
 

総合司会：本田　宏氏（当会副理事長）

開会　挨拶：中澤堅次氏（当会理事長、済生会宇都宮病院名誉院長）

　

　
　

　　　　　　　　　　　

　　

参加は無料ですが、寄付をお納めいただければ有難いです。ご芳志の金額は規定はございませんが、
1口（１,０００円以上）ゆうちょ口座に振込いただけると有難いです。郵貯口座は下記のとおりです。
Ｗｅｂサイトの「申込み専用窓口」、E-mail又はFAX（０２２－３４２－０６０５）までお名前、所属先、

連絡先をお送り下さい。開催日当日までにZOOM会議用のURLをお知らせします。

　　　　　　　 　 　なお、ZOOM会議の参加が初めての方で、事前に接続テスト希望の方はその旨をご記入下さい。 

問合せ先：事務局　坂詰 清宛 E-mail:sakadume.kiyoshi@gmail.com

     

　

　　　

検証「日本のPCR検査」

　

　日本はCOVID-19ウイルスのPCR検査を極端に制限したが、新型コロナ感染症の対策の迷走はこの「誤り」
を出発点としている。抑制の理由は（１）PCR検査装置と技術が不足しているから、（２）指定感染症だか
ら行政検査は行政が行う、（３）PCR検査を沢山すると医療崩壊する事だったが、その結果保健所は医師に
PCR検査をさせない説明に忙殺された。簡単な診断をしないために患者が酸素吸入などの初歩的対応もされ
ずに重症化や死亡例が相次いだとしたら、医療過誤とは言えないだろうか。PCR検査抑制をキーワードに、
日本のコロナ対策を検証したい。医療関係者、多くの市民、マスメデイアの皆様のご参加をお待ちしてます。
（岡山博　当研究会理事）

第一部　講演１：ＰＣＲ黎明期から関与、結核医療に長年従事した医師からの問題提起
　　　　　　　　　　講師：岡山博氏（みやぎ検診プラザ非常勤医）午後３時5分～４５分（40分）
                 講演２：英国等海外から見た日本のPCR検査(仮題）午後3時45分～4時（15分）
　　　　　　　　　　講師：渋谷健司氏（相馬市新型コロナウイルスワクチン接種メディカルｾﾝﾀー長）

第二部　対談：渋谷健司氏　＆　岡山博氏　（午後4時～4時４０分）
　　　　　
質疑応答　午後4時40分～5時 (20分）
閉会挨拶：本田　宏氏（当会副理事長）　　　　　　
　　　　　　　

ZOOM会議　あなたも参加してみませんか？！　

＊今回の講演会は後日ネットにアップ予定です。当日参加困難な方は当HPをご覧下さい。

　　　　ゆうちょ銀行 口座記号 02280-1、番号 135711　　　　　　　　　　　　　


